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                 内科医師 宮園 希 

 

 今年10月から内科に勤務することになりました宮園希（みやぞの のぞみ）

です。福島県福島市の出身で、大学卒業後も福島で医療に従事しておりました。

結婚を機に、初めて福島を離れ、2019 年 4 月より縁あって埼玉へ来ること

となりました。同時に出産・育児もあり約 1 年半ぶりの復職となります。 

 一般内科外来、健診（検診）業務、予防接種を主に担当させていただきます。

専門は呼吸器内科となりますが、高齢社会である日本において、併存疾患をい 

くつもお持ちの患者さんは多いですので、幅広い分野に対応していきたいと思 

います。また、病気に付随して様々な問題をお抱えの方もいらっしゃるかと思 

いますので、地域の医療連携を通じて少しでも皆さまのお役に立てますと幸い 

ですので、お気軽にご相談ください。 

 健診（検診）に関しましては、症状がないうちから体のチェックをしておく 

ことで、疾患の早期発見や生活を見直す良いきっかけにもなりますので、ぜひ 

1 年に 1 度は受けていただくことをお勧めいたします。 

 至らない点が多々あるとは思いますが、伊奈町の地域医療に貢献できるよ

う、精一杯務めさせていただきますのでどうぞよろしくお願いいたします。 
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１
．
私
た
ち
は
、
十
分
な
説
明
と
同
意
に
基
づ
く
分
か
り
や
す
い
医
療
を
実
践
し
ま
す
。 

２
．
私
た
ち
は
、
自
己
研
鑽
に
努
め
、
職
員
が
一
体
と
な
っ
た
チ
ー
ム
医
療
を
実
践
し
ま
す
。 

３
．
私
た
ち
は
、
患
者
さ
ま
の
意
思
・
権
利
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
、
思
い
や
り
の
あ
る
医
療
を
実
践
し
ま
す
。 

 

４
．
私
た
ち
は
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指
す
と
と
も
に
、
職
員
と
し
て
の
誇
り
を
持
て
る
職
場
を
作
り
ま
す
。 

５
．
私
た
ち
は
、
健
全
で
効
率
的
な
病
院
経
営
基
盤
を
確
立
し
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
の
使
命
を
遂
行
し
ま
す
。 

 
 

 



      がん患者さんを支える 
             ～ PART Ⅲ 抗がん剤の副作用 ～ 

 

がん化学療法担当看護師  伊藤 晴子 

 

手術や放射線治療はがんへの局所的な治療ですが、抗がん剤は広い範囲に及んで効果が期待できる 

治療です。抗がん剤は単独であったり、数種類を組み合わせたりして使います。 

抗がん剤治療を行っている間は、様々な副作用が起きることがあります。自分にはどんな副作用が 

起きるのかと考えただけで不安で憂鬱になりますよね。治療することが決まったらある程度の副作用 

の予測はできるので、自分が受ける治療にはどのような副作用が起きやすくて、どの程度の症状がど 

のくらい続くのか、副作用に対する対処方法はあるのかを知っておくことで不安が少しでも減るでし 

ょう。起こるかもしれない副作用とその対処方法をあらかじめ知っておき、抗がん剤治療を辛い治療 

にしないようにしたいですね。下の図は一般的な副作用の出現時期について表しています。 

 

 

治療が終了すれば個人差はありますが、副作用は少しずつなくなっていきます。大抵の副作用は 

早くに消失していきますが、使っていた薬によっては数か月、または数年続く場合もあります。 

副作用は作用とのバランスが大事です。状態によって薬や治療スケジ 

ュールの変更をして、副作用を減らす様な方法を行うこともあります。 

主治医とよく相談して、作用と副作用のバランスを保ちながら、治療 

を進めていきましょう。治療中に起きている副作用は我慢せず少しで 

も「いつもと違うな」「おかしいな」と思ったら主治医や看護師、薬剤 

師に伝えて相談しましょう。 

 

 

 

 

 

資料＝国立がん研究センター・がん情報サービス「化学療法全般について」 

 

 



 
 
 
 
 
                                       栄養科 小泉 舞花 

ちゃんちゃん焼きは北海道を代表する郷土料理です。家庭のフライパン、ホットプレートで作ったり、ホイル焼きにした

り多種多様な調理法で楽しめます。BBQ でもおすすめです。発酵食品、オリゴ糖、食物繊維は腸内の善玉菌を増やし、病

気の予防や改善にもつながるといわれています。ちゃんちゃん焼きは、これらを一度に多く摂ることができ、さらにタンパ

ク質やビタミンの多い野菜と一緒に摂ることで、相乗効果で免疫力アップに最適な料理です。 

日本は発酵食品が豊富なので、この機会に日々の食卓に取り入れ免疫力を高めましょう。 

 

みその材料である大豆はタンパク質、オリゴ糖、

食物繊維を多く含み、さらに発酵により整腸作用

も得ることができる。 

 

きのこに豊富に含まれる食物繊維は腸の活動を促進し、

腸内環境を整える働きのほか、血糖値の急上昇を防ぐ、

コレステロールの吸収を抑える役割がある。ビタミンD

も豊富。 

 

 

鮭は秋が旬。ビタミンDが豊富に含まれ

ている良質なタンパク質。ビタミンDは

カルシウムが骨に沈着するのを助ける作

用があり、骨粗鬆症予防に役立つ。 

 

 

たっぷりの野菜は、食物繊維のほか、体の調子を整える

ビタミン、血圧を整えるカリウムも効率よく摂取でき

る。一般的にはキャベツ、もやし、ニンジン、タマネギ

が多く使われるが、じゃがいも、さつまいも、白菜など

なんでもOK。また、タマネギ、キャベツ、じゃがいも

に含まれるオリゴ糖は善玉菌のエサになり善玉菌の増殖

を助ける。 

 

◎作り方（二人分）◎ 

 

     

 

 

 

 

 

1.アルミホイルを敷き、鮭、野菜、きのこをのせます。 

2.調味料を混ぜ合わせたものをかけます。 

3.最後にバターをのせて塩こしょうを振り、アルミホイルでしっかり包み、 

魚焼きグリル、または1cmほどお湯を張ったフライパンで蒸し焼きにします。 

【ワンポイント】 

みそにキムチをプラスしたり、塩麹や醤油麹に置き換えてみると味の変化も楽しめるほか、キムチの 

乳酸菌による整腸作用、麹の整腸作用も期待できます。さらに野菜の種類を変えることでバリエーション 

が増えます。 

～食材～ 
 
・鮭    2 切れ 
・キャベツ 60ｇ 一口大に切る 
・タマネギ 1/4個 薄切り 
・ニンジン 1/4本 短冊切り 
・えのき  30ｇ 
・しめじ  30ｇ 石づきを取ってほぐす 

～調味料ほか～ 
 

・みそ   大さじ3 
・みりん  大さじ1 
・酒    小さじ 2 
・砂糖   小さじ1 
・バター   適量 
・塩こしょう 適量 
・アルミホイル 



   医療法人社団愛友会 伊奈病院 

〒362－0806 埼玉県北足立郡伊奈町小室 9419 

TEL ： 048－721－3692㈹ 

ホームページ ： 

 公式 facebook ページ：http：//www.facebook.com/inahospital/ 

 

 

 

【アナログからデジタルへ】 

日々、医療技術が進歩する中で X 線を使用した検査においても、この 30 年で大きく変化をしています。 

30 年前のレントゲン検査では X 線を体に照射し、レントゲンフィルムに透過像として投影させてから、現像 

をする作業に時間を要していましたが、現在ではデジタル化が進み、X 線を電気信号に変換することで、デジ 

タルカメラのように撮影後に数秒で撮影画像をモニターに反映させることが可能となりました。 

【CT の歴史】 

画像診断の主役とも言われる CT 装置（コンピュータ断層撮影）もまた 1970 年に英国の G.H.Hounsfield 

によって開発されてから、今日まで、目まぐるしい技術革新を重ねてきました。その検査能力は３０年前と比較 

すると大きく進化しています。今や全身に適応される CT 検査ですが、始まりは英国製の EMI スキャンと呼ば 

れる頭部専用の CT 装置で、日本では 1975 年に国内初導入されました。この CT 装置は、検出器は 1 つで、 

2 枚の断層画像を撮影するのに４分かかり、また、画像にするまでに 1 枚あたり 7 分の時間がかかっていたそ 

うですが、現在では 1 秒当たり数十枚まで撮影が可能となりました。 

その後は、他の部位での検査需要が高まり、いくつもの新規技術を確立しながら 

1986 年には螺旋状に連続的な撮影が可能なヘリカルスキャンが開発され、撮影時間の 

大幅な短縮が可能となりました。さらに 2000 年代には、検出器の数が 1 つではなく 

複数の多列式（マルチスライス）が登場し、1 回転で広い範囲を撮影できるようになり 

現代の CT 検査が確立されました。当院では 2018 年に CT 装置の更新を行い、検出器 

は 16 列から 64 列に増え、以前より、撮影時間の短縮や被ばくの低減技術、そして優 

れた画像収集能力をもとにバリエーションに富んだ 3D 画像の作成を容易に行えるように 

なりました。 

【正当化と最適化】 

「速く・広く・薄く」撮影できる CT は、日本の医療現場で必要とされた結果、人口 

100 万人あたりの CT 装置保有率が世界 1 位となっています。 

X 線検査と聞くと、「被ばく」に目がいきがちになりますが、医師は診断上、検査が患者さまにとって必要かどう

か（正当化）の判断をし、私たち診療放射線技師は必要最低限の X 線量で検査を行い、質の高い画像を提供するこ

と（最適化）を常に実行しています。 

 正当化イメージ 

便益 

 

～放射線の窓～ 

＝X線検査のあゆみ＝  放射線技術科 佐々木 達哉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜当院 CT 装置＞ 

＜CT3D 画像＞ 

便益 リスク 
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